
埼玉西部環境保全組合職員被服貸与規程 

（目的） 

第１条 この規程は、埼玉西部環境保全組合職員の被服の貸与について必要な事項を

定めることを目的とする。 

（貸与の種類等） 

第２条 被貸与者、貸与する被服（以下「貸与品」という。）の種類及び数量並びに

貸与期間は、別表のとおりとする。 

２ 被服の形状及び品質等については、予算の範囲内でその都度定める。 

３ 貸与期間は、月をもって計算し、１月に満たない端数は１月として計算する。 

４ 管理者は、必要があると認めるときは、別表に定める貸与期間を伸縮することが

できる。 

（貸与品の取扱い） 

第３条 貸与品は、常に善良な注意をもって使用し、又は保管しなければならない。 

２ 職員は、職務遂行中、貸与品を着用しなければならない。 

３ 貸与品は、他人に譲渡し又は貸与の目的以外に使用してはならない。 

４ 貸与品の補修、洗たくその他保管上必要な処置は、すべて被貸与者の負担におい

て行うものとする。ただし、管理者が特に認めた場合は、この限りでない。 

（貸与品の返納） 

第４条 職員は、退職、転職その他の理由によりその職から離れる場合は、速やかに

貸与品を返納しなければならない。 

（貸与品の再貸与） 

第５条 貸与期間内に返納された貸与品で、なお使用に耐える見込みのあるものは、

期限を定めて再貸与することができる。 

（損害の弁償） 

第６条 貸与品の遺失又はき損が故意又は怠慢による場合には、貸与品亡失等届（様

式第１号）を提出し、損害額を弁償しなければならない。 

（貸与品の経過後の取扱い） 

第７条 貸与期間の満了した貸与品は、被貸与者に帰属する。 



（委任） 

第８条 この規程に定めるもののほか、必要な事項は管理者が別に定める。 

附 則 

１ この規程は、公布の日から施行する。 

２ 施行前に貸与した貸与品については、この規程に基づいて貸与したものとみなす。 

附 則（昭和６２年１２月１日訓令第２号） 

この訓令は、公布の日から施行する。 

附 則（平成８年１月１２日訓令第１号） 

この訓令は、公布の日から施行する。 

附 則（平成１２年２月１７日訓令第１号） 

この訓令は、公布の日から施行する。 

附 則（平成１５年３月２８日訓令第１号） 

この訓令は、平成１５年４月１日から施行する。 

附 則（平成２１年３月３１日訓令第２号） 

この訓令は、公布の日から施行する。 

別表（第２条関係） 

被貸与者 貸与品 数量 期間（月） 

事務に従事する者 作業服（上）（夏、冬いずれか） １ ２４ 

作業服（下）（夏、冬いずれか） １ ２４ 

安全靴 １ ２４ 

ゴム長靴 １ 適宣 

現場作業に従事する者 作業服（上）（夏、冬いずれか） １ ２４ 

作業服（下）（夏） １ ２４ 

作業服（下）（冬） １ ２４ 

防寒服 １ ２４ 

雨合羽 １ 適宣 



帽子 １ １２ 

ゴム手袋 １ 適宣 

革手袋 １ 適宣 

安全靴 １ ２４ 

ゴム長靴 １ 適宣 

ヘルメット １ ３６ 

 


